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個人情報は連結可能匿名化し，試料は全て符号として登録・保存します。
個人を特定できないようにし、学会発表や学術雑誌およびデータベース等
で公表されます。

弘前大学医学部附属病院　小児科

すでに必要で行った検査により生じた残余検体のうち、病変部を生検した
組織（凍結、病理組織）や末梢血、骨髄血を使用して解析します。（新たな
侵襲はありません）

　本研究の対象者に該当する可能性のある方で，情報を研究目的に利用されることを希望されない場合
は，下記の問い合わせ先にお問い合せください。

弘前大学医学部附属病院で診療を受けられる皆様へ

ランゲルハンス組織球症（LCH）における遺伝子変異解析

　　　２０１７年４月　～　　　２０１９年３月

ランゲルハンス組織球症（LCH）と診断された患者様

　本院では，下記の研究を実施しておりますのでお知らせいたします。

弘前大学医学部附属病院小児科

ランゲルハンス組織球症（LCH）の遺伝子異常を調べることで、病型や予
後、合併症が予測しやすくなります。また将来的に使用できる可能性があ
る治療薬の選択において重要と考えられております。
ランゲルハンス組織球症（LCH）の遺伝子異常（変異、融合遺伝子など）を
調べることです（遺伝するものではない病的細胞の遺伝子異常を調べるこ
とです）

利益相反のある事象は存在しません


